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株式投資契約締結および子会社の異動に関するお知らせ 

 

セレンディップ・ホールディングス株式会社（本社：愛知県名古屋市中区、代表取締役社長兼 CEO 竹内 在 以下、

当社）は、本日付で、当社と株式会社商工組合中央金庫（以下、商工中金）および京都キャピタルパートナーズ株式

会社（以下、京都キャピタルパートナーズ）との間で、合計 25億円の出資に係る株式投資契約を締結いたしましたの

で、下記のとおりお知らせいたします。なお、本件に先立ち 2026年６月１日付で、当社連結子会社である株式会社ア

ペックス（本社：東京都八王子市、代表取締役 本多 伸彦 以下、アペックス）株式の株式移転による「株式会社も

のづくり事業承継ホールディングス」（以下、ＪＭＳ）の設立、当社が保有する特別目的会社であるセレンディップＳ

ＰＣ３号株式会社(本社：名古屋市中区、代表取締役 井村 尚也 以下、ＳＰＣ)株式をＪＭＳへ株式譲渡する組織再

編を行っております。 

 

記 

１． 本件の背景および目的 

当社は、中堅・中小製造業を対象とする事業承継投資を継続的に推進するため、機動的な投資実行を可能とする資

金調達基盤の整備を進めております。本件は、ＪＭＳを資金調達および投資の受け皿と位置付け、商工中金および京

都キャピタルパートナーズとの株式投資契約を通じて、既存株主の株式価値の希薄化を避けつつ外部資金の導入を図

るものです。 

当社はこれまで、中堅・中小製造業に特化した事業承継型Ｍ＆Ａを通じて、事業ポートフォリオの拡充を進めてま

いりました。今後も当該方針を継続するにあたり、投資機会に応じた資金確保と投資実行体制の整備が重要であると

認識しております。 

このような背景のもと、国内でも先進的な資金調達モデルであるＪＭＳを設立し、ＪＭＳを中核とする資金調達・

投資体制へ移行すると同時に、本日付で商工中金および京都キャピタルパートナーズとの間で株式投資契約を締結し、

当社からの５億円の増資に加え 20 億円の出資を受けることとなりました。今後も金融機関等の戦略パートナーを募

り外部資金の受け入れをさらに拡大していく予定です。 

なお、ＪＭＳはあくまで資金調達および投資の枠組みであり、ＪＭＳおよびその子会社は当社の連結対象子会社と

して、当社の議決権支配のもと、投資方針、ガバナンス、重要な経営判断および業績管理・取込を一体的に管理・実

行してまいります。 

 

２． 組織再編の理由 

当社は、ＪＭＳを中核とした投資および資金調達機能の集約ならびに、外部資金の活用による機動的な投資実行体

制の構築を目的として、本組織再編を実施するものであります。 



３． 組織再編の方法 

当社は、ＳＰＣの発行済株式の全部をＪＭＳへ譲渡いたしました。これにより、ＳＰＣは当社の直接子会社からＪ

ＭＳを通じた連結孫会社となります。 

2026 年６月 11 日付で公表した、ＳＰＣを通じて株式を取得した日建産業株式会社（本社：大阪府大阪市、代表取

締役社長 濱口 健宏）についても、ＪＭＳの連結孫会社として位置づけられ、当該投資はＪＭＳによる初の投資案

件となります。 

また、連結子会社であるアペックスについては、株式移転方式によりＪＭＳの傘下に再編しております。これによ

り、アペックスは当社の直接子会社から、ＪＭＳを通じた連結孫会社となります。 

アペックスは試作開発・デザイン支援領域における高い技術力を有し、当社が主力とする自動車産業に加え、幅広

い業種との連携が見込めることが可能な企業です。こうした業界横断的な対応力と技術的な汎用性を強みとして、Ｊ

ＭＳの成長戦略において重要な役割を担う企業として位置付けられています。今後は、ＪＭＳを通じて参画するグル

ープ企業との連携を推進し、試作・開発支援や新たな付加価値創出を通じて、引き続きグループ全体の競争力向上に

貢献してまいります。 

なお、本組織再編によるアペックスの企業情報（法人番号含む）、事業内容、経営体制、および当社グループにお

ける役割に変更はありません。 

 

４．異動する子会社の概要 

（１）ＪＭＳの概要 

項目 内容 

（1）名称 株式会社ものづくり事業承継ホールディングス 

（2）所在地 名古屋市中区錦一丁目５番 11 号 

（3）代表者の役職・氏名 代表取締役 竹内 在 

（4）事業内容 製造業等の株式取得・保有・管理 

（5）設立年月日 2026年６月１日 

（6）資本金 １百万円 

（7）大株主および持株比率 当社 100％ 

（8）上場会社との当該会社の関係 連結子会社 

※新設会社のため、最近３年間の財政状態および経営成績は記載しておりません。 

 

（２）ＳＰＣの概要 

項目 内容 

（1）名称 セレンディップＳＰＣ３株式会社 

（2）所在地 名古屋市中区錦一丁目５番 11号 

（3）代表者の役職・氏名 代表取締役 井村 尚也 

（4）事業内容 経営に関するコンサルティング、有価証券の保有および売買並び

にその他の投資事業、企業の成長に関わる経営支援 

（5）設立年月日 2025年 10月１日 

（6）資本金 250千円 

（7）大株主および持株比率 当社 100％ 

（8）上場会社との当該会社の関係 連結子会社 



 （３）アペックスの概要 

項目 内容 

（1）名称 株式会社アペックス 

（2）所在地 東京都八王子市宇津木町 523番地１ 

（3）代表者の役職・氏名 代表取締役 本多 伸彦 

（4）事業内容 開発段階における試作受託 

（5）設立年月日 1975年４月 

（6）資本金 100百万円 

（7）大株主および持株比率 当社 100％ 

（8）上場会社との当該会社の関係 連結子会社 

（9）直近事業年度の財務状態および経営成績 

決算期 2026年３月期（個別） 

純資産 1,150百万円 

総資産 1,516百万円 

１株当たり純資産 3,836円 18銭 

売上高 2,305百万円 

営業利益 265百万円 

経常利益 263百万円 

当期純利益 167百万円 

１株当たり当期純利益 559円 87銭 

※本組織再編によるアペックスの企業情報（法人番号含む）、事業内容、経営体制、および当社グループに

おける役割に変更はございません。 

 

５．設立および異動の日程 

(1) JMS設立および本組織再編に係る当社取締役会決議：2026年５月 26日 

(2) JMS設立登記日（効力発生日）：2026年６月１日 

(3) アペックス株式の株式移転日：2026年６月１日 

(4) SPC株式の譲渡日：2026年６月１日 

(5) 株式投資契約締結日：2026年６月 22日 

(6) 株式投資契約に基づく増資の払込日：2026年６月 26日（予定） 

 

６. 今後の見通し 

本件は当社グループ内の組織再編であり、連結範囲に変更はありません。 

また、本件が当社の連結業績に与える影響は軽微であります。 

 

以 上 


